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(57)【要約】
本発明は、液体の添加剤を供給する配量装置（１）の作
動方法に関する。配量装置は、少なくとも、タンク（３
）から蓄圧器（４）へ添加剤を運ぶ少なくとも１つのポ
ンプ（２）と、蓄圧器（４）にある添加剤を配量して供
給するように設計された配量バルブ（５）と、蓄圧器（
４）にある添加剤をタンク（３）に戻るよう導くことが
できるチェックバルブ（６）と、を有する。方法では、
ステップａ）で最初に配量要求が検出される。続いて、
ステップｂ）で蓄圧器（４）の圧力を高めるために、ポ
ンプが駆動される。そして、蓄圧器（４）の圧力が所望
の配量圧力（８）に調節される。それから、ステップｄ
）で配量バルブ（５）を通じて添加剤が投与される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体の添加剤を供給する配量装置（１）の作動方法であって、配量装置（１）は、タン
ク（３）から蓄圧器（４）へ添加剤を運ぶ少なくとも１つのポンプ（２）と、蓄圧器（４
）にある添加剤を配量して供給するように設計された配量バルブ（５）と、蓄圧器（４）
にある添加剤をタンク（３）に戻るよう導くことができるリターンバルブ（６）と、を少
なくとも有し、前記方法は、以下のステップ：
ａ）配量要求を検出するステップ；
ｂ）蓄圧器（４）の圧力を高めるために、ポンプ（２）を作動させるステップ；
ｃ）蓄圧器（４）の圧力を配量圧力（８）に調節するステップ；および
ｄ）配量バルブ（５）を通じて添加剤を投与するステップ、
を少なくとも備える、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、方法ステップａ）～ｄ）が、配量装置（１）の作動の
間、ループ状に繰り返し行われる、方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の方法であって、ステップｃ）での圧力の調節のため、リター
ンバルブ（６）が開かれる、方法。
【請求項４】
　請求項１～３の１項に記載の方法であって、少なくともステップｃ）およびｄ）が少な
くとも部分的に互いに平行して進行する、方法。
【請求項５】
　請求項１～４の１項に記載の方法であって、方法ステップｄ）の後に、以下の方法ステ
ップ：
ｅ）蓄圧器（４）の圧力を低下させるステップ、
が行われる、方法。
【請求項６】
　請求項１～５の１項に記載の方法であって、リターンバルブ（６）が、開口圧力が配量
圧力に対応するパッシブ開口のバルブである、方法。
【請求項７】
　請求項１～５の１項に記載の方法であって、リターンバルブ（６）が、バルブドライブ
（１９）を有するアクティブ開口のバルブであり、ステップｃ）で蓄圧器（４）の圧力を
配量圧力（８）に調節するために、圧力センサ（２０）が蓄圧器（４）に配置され、リタ
ーンバルブ（６）が、バルブドライブ（１９）を用いて、コントロールユニット（２１）
により制御される、方法。
【請求項８】
　請求項１～７の１項に記載の方法であって、ポンプ（２）が、ポンプ室（７）と、少な
くとも１つのポンプ弁（８）と、を有し、ポンプ弁（８）は、供給方向（１２）を事前に
定義する、方法。
【請求項９】
　自動車（９）であって、内燃機関（１０）と、内燃機関（１０）の排ガスの浄化用の排
ガス処理装置（１１）と、配量装置（１）と、を有し、配量装置（１）により、液体の添
加剤が排ガス処理装置（１１）に供給されることができ、配量装置（１）は、請求項１～
８の１項に記載の方法に従った作動用に、調整され、設計される、自動車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体の添加剤を供給する配量装置の作動方法に関する。配量装置は、例えば
液体の添加剤を排ガス処理装置に送るために用いられることができ、排ガス処理装置にお
いて、液体の添加剤は、可動の内燃機関（特に自動車における）の排ガスの浄化に用いら
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れる。
【背景技術】
【０００２】
　液体の添加剤が送られる排ガス処理装置は、最近、一層広く使用されている。そのよう
な排ガス処理装置において特によく行われる排ガス浄化法は、選択触媒還元（ＳＣＲ）法
であり、選択触媒還元法では、排ガス中の窒素酸化化合物は、還元剤を用いて還元される
。還元剤は、通常、排ガス処理装置に液体の添加剤の形態で送られる。この文脈で特によ
く使用される液体の添加剤は、尿素水溶液である。３２．５％の尿素含有量を有する尿素
水溶液は、ＡｄＢｌｕｅ（登録商標）の商品名で入手でき、広く普及している。尿素水溶
液は、単に還元剤前駆体であり、排ガス外（このために設けられたリアクタの中）、また
は排ガス内（排ガスの作用下の排ガス処理装置の中）で、アンモニア（還元剤）に変換さ
れる。排ガス中の窒素酸化化合物は、それから、アンモニアとともに、ＳＣＲ触媒コンバ
ータの存在の下で無害な物質（水、ＣＯ２、および窒素）に還元される。本発明は、特に
この技術領域で使用される。
【０００３】
　液体の添加剤（尿素水溶液）を供給する配量装置は、できる限り簡単に構成されるべき
であり、できる限り耐久性があってすぐ作動し、低コストでもあるべきである。同時に、
配量装置の投与の正確さが特に高いことが望まれる。こうして、まず、排ガス中の有害物
質成分の変換のために必要な、液体の添加剤の量が、特に正確に調節され得る。その上、
過度の投与を効果的に回避する可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここから出発して、本発明の課題は、先行技術と関連して示された技術的問題を、解決
すること、または少なくとも緩和すること、である。とりわけ、尿素水溶液用の配量装置
の作動のための特に有利な方法を示すことが求められる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この課題は、請求項１の特徴に従った方法により解決される。本発明のさらなる有利な
構成は、従属請求項に示される。請求項に個々に挙げられた特徴は、任意の技術的に有意
な方法で、互いに組み合わせ可能であり、明細書中の説明する事情によって補足されるこ
ともあり、その際に本発明のさらなる設計変形が示される。
【０００６】
　本発明は、液体の添加剤を供給する配量装置の作動方法に関し、液体の添加剤は、特に
尿素水溶液である。
【０００７】
　配量装置は、少なくとも以下を備える。
‐タンクから蓄圧器へ添加剤を運ぶ少なくとも１つのポンプ、
‐蓄圧器にある添加剤を配量して供給するように設計された配量バルブ、および
‐蓄圧器にある添加剤をタンクに戻るよう導くことができるリターンバルブ。
【０００８】
　方法は、少なくとも以下のステップを含む。
ａ）配量要求を検出するステップ、
ｂ）蓄圧器内の圧力を高めるために、ポンプを作動させるステップ、
ｃ）蓄圧器内の圧力を配量圧力に調節するステップ、および
ｄ）配量装置を通じて添加剤を投与するステップ。
【０００９】
　配量装置は、内燃機関の排ガス処理装置への、液体の添加剤としての還元剤の（または
尿素水溶液のような還元剤前駆体の）配量に、特に望ましくは、使用される。ポンプは、
望ましくは、膜ポンプまたはピストンポンプである。ポンプの供給量は、望ましくは、制
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御されない。つまり、ポンプにより供給される添加剤の量を正確に定める、電子レギュレ
ータまたはコントローラが、設けられない。タンクは、望ましくは、吸い込みラインでポ
ンプに接続され、吸い込みラインを経由して、ポンプが、液体の添加剤をタンクから吸い
込むことができる。蓄圧器は、望ましくは、タンクから配量バルブへの、液体の添加剤の
流れ方向において、ポンプの下流に配置される。ポンプによって構築された圧力は、蓄圧
器内にある。蓄圧器は、例えばフレキシブルなラインとして設計されてもよく、フレキシ
ブルなラインは、液体の添加剤がポンプによる圧力下でフレキシブルなライン内へ供給さ
れるとすぐ、広がる。配量バルブは、望ましくは、電気制御ソレノイドバルブであり、電
気制御ソレノイドバルブは、電気駆動装置によって開かれたり閉じられたりすることがで
き、配量バルブの開口時間が、用意された液体の添加剤の量を事前に定義する。蓄圧器は
、リターンバルブとも隣り合っている。リターンバルブは、望ましくは、蓄圧器にある液
体の添加剤が、タンクに戻るよう導かれることができるように、リターンラインを経由し
てタンクに戻るよう接続される。
【００１０】
　ステップａ）での配量要求の検出の際に、望ましくは、配量要求を代表する、エンジン
制御器の電子信号が確認される。例えば、エンジン制御器は、必要な液体の添加剤のある
一定の流量に対応する信号を発信する。この信号は、配量要求として、検出または確認さ
れる。ステップａ）の間、望ましくは、蓄圧器内にある圧力は、配量要求の処理が不可能
なほど低い。望ましくは、ステップａ）の間、蓄圧器内の圧力は、２ｂａｒ未満にあり、
特に望ましくは１ｂａｒ未満であり、とりわけ望ましくは０．５ｂａｒ未満である。ステ
ップｂ）では、配量バルブを用いて適切な配量を行うのに必要な圧力を、蓄圧器内に構築
するために、ポンプが作動される。圧力の構築のために、膜ポンプまたはピストンポンプ
が、望ましくは、２～１０ポンプストロークで作動される。必要な圧力を蓄圧器内に構築
するために必要なポンプストロークの数は、蓄圧器の可撓性、およびステップａ）の間の
圧力と配量圧力（ステップｂ）との間の圧力差に依る。蓄圧器がフレキシブルであるほど
、それだけいっそう多くの液体の添加剤が蓄圧器に供給されることができ、必要な圧力が
構築されるようになっている。圧力差が大きいほど、それだけいっそう多くの液体の添加
剤が蓄圧器に供給されることができる。ステップｂ）におけるポンプの作動によって高め
られた圧力は、望ましくは３～１０ｂａｒにあり、特に望ましくは５～１０ｂａｒであり
、とりわけ望ましくは６～８ｂａｒである。ステップｂ）においてポンプにより構築され
た圧力は、配量バルブを用いて適切な配量を行えるようにするために必要な配量圧力より
も、典型的にわずかに高い。この理由は、ポンプが望ましくは制御されないことにある。
つまり、ポンプは、ある一定の圧力が達成された場合に、作動が停止されるのではなく、
ポンプは、作動された後、蓄圧器内にあって、ポンプに対し作用する、圧力の高さに依ら
ずに、まず動き続ける。
【００１１】
　記述された方法の設計変形では、ポンプが蓄圧器内にさらなる圧力上昇を生じさせるこ
とができないほど、蓄圧器内の圧力が高くなって初めて、ポンプは、その作動を中止する
。
【００１２】
　方法ステップａ）～ｄ）が配量装置の作動の間に繰り返し実行されると、方法はとりわ
け望ましい。ステップｃ）での圧力の調節のため、特にリターンバルブが開かれることに
より、圧力が低減されると、方法はさらに望ましい。従って、配量バルブを用いて非常に
正確な配量を行えるようにするために望まれる、正確な圧力を蓄圧器内で調節するために
、望ましくはリターンバルブが開かれる。
【００１３】
　ステップｃ）の間、望ましくは、ステップｂ）がさらに引き続いて行われる。リターン
バルブは開いたままであり、ポンプは作動される。リターンバルブを通る液体の添加剤の
リターンフローにより、蓄圧器内の圧力は一定のままである。
【００１４】
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　方法は、少なくともステップｃ）およびｄ）が少なくとも部分的に互いに平行して進行
すると、さらに望ましい。特に望ましくは、それどころかステップｂ）、ｃ）、およびｄ
）が、少なくとも部分的に平行して（同時に）行われる。
【００１５】
　ステップｄ）における配量バルブを通じた液体の添加剤の放出のために、配量バルブが
開かれる。それから、液体の添加剤が、蓄圧器から出て、配量バルブを通って、液体の添
加剤を消費するものの方へ、流れる。液体の添加剤を消費するものは、望ましくは排ガス
処理装置であり、排ガス処理装置において、液体の添加剤を用いて選択触媒還元法が行わ
れる。ステップｄ）の実行中、方法ステップｂ）およびｃ）が、望ましくは、さらに引き
続いて行われる。ステップｄ）の間、ポンプは、作動されたままであり、液体の添加剤を
蓄圧器内に引き続き供給する。また、望ましくは、リターンバルブは、ステップｄ）の間
に開かれたままであり、蓄圧器内の圧力が、投与のために必要な、例えば５～１０ｂａｒ
の値、例えば７ｂａｒ、の配量圧力に調節されるようにする。リターンバルブは、その際
、望ましくは、常には開かれず、蓄圧器内の圧力が配量圧力を上回るとすぐ、圧力制御的
にその都度開かれる。それによって、蓄圧器内の圧力は、その都度繰り返し、配量バルブ
を通じた添加剤の放出中に、配量圧力に調節される。
【００１６】
　ステップｄ）での添加剤の放出の際、配量バルブが連続して開かれることは、必要でな
い。ステップａ）で検出された配量要求が、いくつかのパルスで送られることも、可能で
ある。パルスは、この場合、その都度、配量バルブの１つの開口プロセスおよび１つの閉
口プロセスに対応する。
【００１７】
　配量装置の作動中に方法が繰り返し実行される場合、ポンプが、方法ステップｄ）の後
、その度ごとに停止すると、望ましい。ポンプは、それから、新たにされたステップａ）
で新たな配量要求が検出されて初めて、再び作動される。特に、ポンプは、搬送ラインと
、配量装置が配置される自動車と、の作動中に、継続しては動かず、ポンプは、配量要求
がある場合にのみ、通常は作動される。
【００１８】
　方法ステップｄ）の後に、以下の方法ステップが実行されると、方法はさらに有利であ
る。ｅ）蓄圧器内の圧力を低下させるステップ。方法ステップｅ）も、望ましくは、方法
ステップａ）～ｄ）とともに繰り返し実行される。
【００１９】
　ステップｅ）での蓄圧器の圧力の低下により、蓄圧器が、２つの配量要求の間に、負荷
が軽減されることが、可能になる。こうして、配量装置の耐久性が高められる。蓄圧器の
負荷の軽減は、１つの設計変形では、アクティブに実行されてもよい。蓄圧器から分岐す
るリターンバルブは、液体の添加剤が蓄圧器から出ることを可能にし、従って蓄圧器内の
圧力の低下が保証されるようにするため、場合に応じてステップｅ）でアクティブに開口
されてもよい。このリターンバルブは、方法のステップｃ）に使用されるリターンバルブ
と同一であってもよく、ステップｅ）でのアクティブな開口が追加的に可能であってもよ
い。しかしながら、ステップｅ）のために、追加のリターンバルブが設けられることも可
能であり、追加のリターンバルブは、アクティブに開口されることができ、望ましくは、
蓄圧器からタンクへの、平行な第２のリターンラインに配置される。
【００２０】
　方法のさらなる設計変形では、供給ユニットのポンプにより、アクティブな負荷の軽減
がなされることも、可能である。ステップｅ）で、ポンプは、液体の添加剤を、蓄圧器か
ら出してタンクに戻すよう搬送するため、場合に応じて供給方向と逆に作動されてもよく
、蓄圧器内の圧力が減少し、蓄圧器は、従って負荷が軽減されるようになっている。
【００２１】
　蓄圧器がパッシブに負荷の軽減がなされることも、可能である。このため、ステップｅ
）で、リターンバルブを通って、および／またはポンプを通って、液体の添加剤の漏れ流
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れがタンクに戻ることができ、これにより、蓄圧器内の圧力が低下する。ステップｅ）で
のパッシブな負荷の軽減の場合、蓄圧器内の圧力は、比較的ゆっくりと低下する。漏れ流
れは、通常、比較的小さいからである。さもなければ、ステップｄ）での配量の間、蓄圧
器内の圧力への漏れ流れの効果は、あまりにも大きくなることだろう。
【００２２】
　そのほかに、リターンバルブが、開口圧力が配量圧力に対応するパッシブ開口のバルブ
であると、方法の変形は、有利であると考えられる。
【００２３】
　リターンバルブは、望ましくは、パッシブ開口のバルブであり、パッシブ開口のバルブ
は、予め定められたまたは前もって調節された限界圧力で開かれ、その際、この限界圧力
は、配量圧力（それとともに添加剤が投与される圧力）に対応する。リターンバルブは、
望ましくは、バルブ本体と、バルブ本体に前負荷を加えるバルブスプリングと、を有する
。リターンバルブは、蓄圧器にある液体の添加剤によってリターンバルブに及ぼされた力
が、リターンバルブのスプリングのスプリング力を上回ると、開かれる。そのようなリタ
ーンバルブの使用は、特に安価な配量装置の実現を可能にする。配量バルブ用の（電気）
駆動部が必要なく、リターンバルブをコントロールするコントロールユニットも必要ない
からである。
【００２４】
　配量装置は、電気駆動配量バルブなしに、および／またはリターンバルブの（アクティ
ブな）コントロールユニットなしに、設計されることができる。
【００２５】
　その上、方法は、リターンバルブが、バルブドライブを有するアクティブ開口のバルブ
であると有利であり、その際、ステップｃ）で蓄圧器内の圧力を所望の配量圧力に調節す
るために、圧力センサが蓄圧器に配置され、リターンバルブが、バルブドライブを用いて
、コントロールユニットにより制御される。
【００２６】
　バルブドライブは例えば電磁石でもよく、電磁石は、リターンバルブの電機子に力をか
け、その力により、リターンバルブが、開かれるおよび／または閉じられることができる
。圧力センサは、例えば電子圧力センサの形態でもよく、蓄圧器内の圧力を測定し、これ
を電子信号としてコントロールユニットに伝える。この圧力情報は、チェックバルブが開
かれるかおよび／または閉じられるかを定めるために、その後コントロールユニットで処
理される（制御ループ）。
【００２７】
　ポンプが、ポンプ室および少なくとも１つのポンプ弁を有しても、方法は有利であり、
ポンプ弁は、供給方向を事前に定義する。ポンプ室は、望ましくは、膜またはポンプピス
トンにより与えられるポンプ運動を有する。望ましい実施形態では、２つのポンプ弁が設
けられ、２つのポンプ弁は、それぞれパッシブ開口の構造であり、タンクから配量バルブ
への液体の添加剤の流れ方向から見てポンプ室の上流および下流に配置される。
【００２８】
　さらなる実施形態では、単一のポンプ弁だけが設けられるこの単一のポンプ弁は、さら
に、流れ方向から見てポンプ室の下流に設けられると、望ましい。ポンプピストンは、さ
らに、供給運動（放出運動）の間、液体の添加剤をポンプ室にポンプ弁を通じて送り出す
ように、設計される。供給運動と逆に向けられたポンプピストンのリターン運動の間、液
体の添加剤は、ポンプ室に、あとから続いて流れて行く。このようなポンプ室は、例えば
、独国特許第１０２００８０１００７３号明細書に、特に図２および３ならびにこれに対
する段落［００３８］～［００５１］における説明に、記載され、その内容全体がここで
参照される。
【００２９】
　本発明による方法は、配量装置が、蓄圧器に望ましくは圧力センサが設けられない場合
に、特に適用され、圧力センサは、蓄圧器内の圧力を電子的に監視する。蓄圧器内の圧力
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は、この場合、リターンバルブだけによって調節される。リターンバルブは、望ましくは
機械的に働く。
【００３０】
　本発明は、内燃機関と、内燃機関の排ガスの浄化用の排ガス処理装置と、配量装置と、
を有する自動車にも適用され、配量装置により、液体の添加剤が排ガス処理装置に供給さ
れることができ、配量装置は、記述された方法に従った作動用に、調整され、構想される
。自動車は、望ましくは、乗用自動車または重量物運搬車である。内燃機関は、望ましく
は、ディーゼル内燃機関である。排ガス処理装置は、望ましくは、選択触媒還元法の実行
のためのＳＣＲ触媒コンバータを有する。液体の添加剤として、排ガス処理装置は、望ま
しくは、還元剤および特に尿素水溶液が、ＳＣＲ触媒コンバータの上流へ供給される。そ
の後、排ガス中の窒素酸化化合物を効果的に還元するために、還元剤を用いて、排ガス処
理装置で選択触媒還元法が実行される。
【００３１】
　本発明および技術周辺は、以下で図に基づいてより詳細に説明される。図は特に好まし
い模範的な実施形態を示すが、本発明はそれに限定されない。特に、図と特に示された大
きさの割合は、単に図的であることに、注意されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】タンクおよび排ガス処理装置と一緒の配量装置を示す。
【図２】タンクおよび排ガス処理装置と一緒の配量装置のさらなる設計変形を示す。
【図３】配量装置を有する自動車を示す。
【図４】本発明による方法の経過の第１グラフを示す。
【図５】本発明による方法の経過の第２グラフを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１は、配量装置１を、タンク３と排ガス処理装置１１と一緒に示す。配量装置１は、
タンク３から液体の添加剤（尿素水溶液）を、取出箇所１７で取り出す。取出箇所１７か
ら搬送ライン１８が延び、搬送ライン１８は最初にポンプ２へ進む。ポンプ２から、搬送
ライン１８はさらに配量バルブ５へ延び、配量バルブ５により、液体の添加剤が、排ガス
処理装置１１における排ガスの流れ１３に供給されることができる。液体の添加剤は、ポ
ンプ２の搬送作用により、タンク３から搬送ライン１８を通って、配量バルブ５に運ばれ
る。タンク３から配量バルブ５への流れ方向において、ポンプ２の下流に蓄圧器４がある
。蓄圧器４は、例えば搬送ライン１８がフレキシブルなホースとして作られることにより
、部分的に搬送ライン１８から形成されることができる。蓄圧器４からリターンライン１
２が分岐し、リターンライン１２は戻ってタンク３に通じている。リターンライン１２に
は、リターンバルブ６が配置されている。このような配量装置により、特に有利な仕方で
、本発明による方法が行われることができる。
【００３４】
　図２による装置の設計変形は、大部分が図１による設計変形と一致している。加えて、
この場合バルブドライブ１９が設けられ、バルブドライブ１９により、リターンバルブ６
が、開かれたり閉じられたりすることができる。蓄圧器４に圧力センサ２０が隣り合い、
圧力センサ２０により、蓄圧器４の中の圧力が測定されることができる。圧力センサ２０
により定められる圧力情報は、コントロールユニット２１に伝わり、そこで処理される。
コントロールユニット２１は、バルブドライブ１９を用いて、リターンバルブ６を必要に
応じて開いたり閉じたりできる。
【００３５】
　図３は自動車９を示し、自動車９は、内燃機関１０と排ガス処理装置１１とを有し、排
ガス処理装置１１により、内燃機関１０の排ガスが浄化されることができる。内燃機関１
０の排ガスは、排ガス流れ１３として、排ガス処理装置１１を流れ通る。排ガス処理装置
１１には配量バルブ５が設けられ、配量バルブ５により、液体の添加剤が、排ガス処理装
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体の添加剤が供給されることができる。
【００３６】
　図４は、本発明による方法の第１の経過グラフを示す。グラフの時間軸１４および圧力
軸１５が見られる。本発明による方法の間の圧力経過１６が、時間軸１４に対しプロット
される。圧力経過１６は、記載された配量装置の蓄圧器における圧力を代表する。ステッ
プａ）では、蓄圧器内の圧力は、低い一定の静止圧力レベルにあり、例えば２ｂａｒより
も小さい。ステップａ）の間に、配量要求が検出される。配量要求が検出されると、ステ
ップｂ）で、蓄圧器内の圧力は、詳しく上に述べたように、ポンプの作動によって高めら
れる。圧力経過１６は、激しく上昇する。ステップｂ）では、圧力は、配量圧力８を越え
るほど部分的に非常に激しく高められる。ステップｃ）でのリターンバルブの開口により
、圧力は、詳しく上に述べたように、配量圧力８に調節される。それから、ステップｄ）
で配量バルブによる液体の添加剤の放出が行われ、その際、液体の添加剤は配量圧力８を
呈する。続いてステップｅ）が実行され、ステップｅ）では、蓄圧器の中の圧力は再び低
下する。圧力経過１６は、望ましくは、ステップａ）の静止圧力７まで戻るよう低下する
。ステップｅ）のアクティブ実行（例えばリターンバルブのアクティブ開口またはポンプ
を用いたリターン供給による）は、必要ではない。圧力がステップｅ）で（例えばリター
ンバルブを通るまたはポンプを通る漏れ流れにより）パッシブに低下するのでも、十分で
ある。
【００３７】
　図５では、ａ）、ｂ）、ｃ）、ｄ）およびｅ）がもう一度示される。方法ステップがル
ープ状に規則的に繰り返し実行されることが、分かる。
【符号の説明】
【００３８】
１　配量装置
２　ポンプ
３　タンク
４　蓄圧器
５　配量バルブ
６　リターンバルブ
７　静止圧力
８　配量圧力
９　自動車
１０　内燃機関
１１　排ガス処理装置
１２　リターンライン
１３　排ガス流れ
１４　時間軸
１５　圧力軸
１６　圧力経過
１７　取出箇所
１８　搬送ライン
１９　バルブドライブ
２０　圧力センサ
２１　コントロールユニット
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